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実
行
委
員
長
　
竹
内
康
博 

第
16
回 

テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
in
浜
松 

第
12
期
浜
松
静
大
祭
実
行
委
員
長 

坂
口
智
彦  

第
12
回
静
大
祭
in
浜
松 

    き
た
る
11
月
12
日
、
13
日
に
第
12

回
静
大
祭
in
浜
松
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
1
日
目
の
土
曜
日
に
は
、
招
待

企
画
と
し
て
4
人
組
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

の
「
S
H
A
K
A
L
A
B
B
I
T
S
」

さ
ん
を
招
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

朝
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
、
夕
方

に
は
ス
テ
ー
ジ
企
画
が
あ
り
、
景
品

が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
ま
た
、
2
日
目
の
日
曜
日

で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
企
画
「
謎
解
き
ト
ラ
イ
ア
ル
」

や
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
サ
ー
ク
ル
団

体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
1
日
目
と

同
じ
く
、
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大

会
を
開
催
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
あ
る

静
大
祭
の
最
後
を
締
め
る
花
火
も
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
！
他
に
も
両
日
で
、
た
く

さ
ん
の
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
の

発
表
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
来
場
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
、
参
加
団
体
の

み
な
さ
ん
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ポ

ス
タ
ー
に
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
企

業
様
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
快
く
応
じ

て
く
だ
さ
っ
た
店
舗
の
方
々
、
委
員

会
企
画
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

サ
ー
ク
ル
の
方
々
、
他
多
く
の
浜
松

静
大
祭
実
行
委
員
会
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た

方
々
に
心
か

ら
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い

ま
す
。
た
く

さ
ん
の
み
な

さ
ん
本
当
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、

来
年
も
静
大

祭
in
浜
松
を

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
！
 

    第
16
回
テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
浜

松
が
静
大
祭
り
と
合
同
で
、
11
月
12

日
・
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
朝

早
く
9
時
過
ぎ
か
ら
多
く
の
来
場
者

を
迎
え
、
大
盛
況
の
内
に
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
2
日
間
で
1

万
人
を
超
え
る
参
加
者
（
昨
年
度
か

ら
1
2
0
0
人
余
り
の
増
加
）
が
あ

り
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
先
端
研
究
公
開
展
示（
11

テ
ー
マ
）、研
究
室
公
開
展
示（
66
テ
ー

マ
）、
キ
ッ
ズ
サ
イ
エ
ン
ス
（
4
テ
ー

マ
）、
お
も
し
ろ
実
験
（
57
テ
ー
マ
）、

秋
季
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
大
賑
わ

い
で
し
た
。
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き

情
報
学
部
・
工
学
部
の
保
護
者
懇
談

会
が
同
時
開
催
さ
れ
保
護
者
の
皆
様

に
も
大
学
の
様
子
が
分
か
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
地
域
の
高
齢
の
方
が
テ

ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
特
に
、
キ
ッ
ズ
サ
イ
エ
ン
ス
、

お
も
し
ろ
実
験
は
子
供
達
が
目
を
輝

か
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
印

象
的
で

し
た
。

テ
ク
ノ

フ
ェ
ス

タ
を
通

じ
て
、

こ
の
よ

う
な
静

岡
大
学

と
地
域
住
民
、
特
に
地
域
の
子
供
た

ち
、
保
護
者
と
交
流
が
出
来
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
か

ら
静
岡
大
学
「
卓
越
研
究
者
」
紹
介
展

示
や
静
岡
生
命
科
学
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

未
来
の
科
学
者
養
成
講
座
「
静
岡
サ
イ

エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ
、
静

岡
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
交
流
も
深
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
静
岡
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
も
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
浜
松
は
平

成
8
年
に
、（
1
）浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
を
分
か
り
や

す
く
一
般
に
公
開
す
る
、（
2
）実
験

や
実
習
を
通
し
て
子
供
た
ち
に
理
科
・

科
学
技
術
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
と
い
う
目
的
で
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
工
学
部
・
情
報
学
部
・
電
子

工
学
研
究
所
・
次
世
代
も
の
づ
く
り

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
の
教
職
員
と
学

生
が
総
出
で
取
り
組
む
浜
松
キ
ャ
ン

パ
ス
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
地
域
住

民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
年

度
も
11
月
初
旬
に
第
17
回
テ
ク
ノ

フ
ェ
ス
タ
イ
ン
浜
松
が
開
催
予
定
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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第
84
回 

新
入
生
歓
迎
駅
伝
大
会 

駅
伝
大
会
実
行
委
員
長
　
森
山
　
伸
 

電
気
電
子
工
学
専
攻
　
柴
田
直
樹 

電
気
学
会
（
2
0
1
0
年
全
国
大
会
）・ 

優
秀
論
文
発
表
賞
受
賞 

広
報
企
画
室
　
犬
塚
　
博 

夏
季
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

     　
こ
の
度
電
気
学
会
（
2
0
1
0
年
 

全
国
大
会
）
に
お
い
て
、
優
秀
論
文

発
表
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
 

　
今
回
私
が
発
表
し
た
研
究
題
目
は

「
電
界
測
定
に
よ
る
雷
撃
点
位
置
標

定
誤
差
の
検
討
」
で
す
。
こ
れ
は
、

正
確
な
雷
撃
点
の
標
定
は
、
電
力
線

の
落
雷
に
よ
る
故
障
箇
所
の
早
期
発

見
に
お
い
て
重
要
と
な
り
ま
す
が
、

近
年
の
落
雷
位
置
標
定
シ
ス
テ
ム
の

精
度
は
5
0
0
ｍ
以
内
と
考
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
本
研
究
室
で
は
、
安

価
に
精
度
向
上
を
す
る
た
め
、
従
来

の1
/5

か
ら1

/1
0

程
度
の
間
隔
で
、

電
界
セ
ン
サ
の
み
を
設
置
し
位
置
標

定
を
行
っ
た
結
果
、
90
m
程
度
の
精

度
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
研

究
結
果
を
シ
ス
テ
ム
の
向
上
に
応
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
最
後
に
私
の
研
究
を
ご
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
道
下
幸
志
教
授
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
頂
い
た
研
究
室
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

物
質
工
学
専
攻
　
小
澤
貢
太
郎 

第
四
回
機
能
材
料
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ム 

「Best Oral Presentation Award  
for Young Scientists

」
受
賞 

店
長
　（C

C
E

／
電
気
電
子
工
学
科
） 

　
立
蔵
洋
介  

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
・
イ
ン
浜
松 

     　
こ
の
度
、
第
四
回
機
能
材
料
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ム
に
お
い
て
「B

e
s
t O
ra
l 

P
resentation A

w
ard for Y

oung
 

S
c
ie
n
tis
ts

」
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
今
回
私
は
『T

E
M
 m
ic
ro
s
tru
c
t 

-ure analysis for com
pressively 

s
tre
s
s
e
d
 P
b

（Z
r,T
i

）O
3
 th
in
 

film
s by C

S
D
 derived LaN

iO
3
/ 

（La,S
r

） MnO
3
 bottom

 electrodes

』

と
い
う
研
究
タ
イ
ト
ル
で
発
表
し
ま

し
た
。
私
が
在
籍
し
て
い
ま
す
研
究

室
で
は
、
化
学
溶
液
法
で
分
子
設
計

を
行
い
、
S
i
基
板
上
に
特
殊
な
微

構
造
を
有
す
る
電
極
薄
膜
を
作
製
す

る
こ
と
で
、
薄
膜
へ
印
加
さ
れ
る
残

留
応
力
を
制
御
し
、
強
誘
電
体
材
料

の
特
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
薄
膜
中
の

残
留
応
力
分
布
状
態
を
解
析
す
る
こ

と
で
、
よ
り
精
密
に
残
留
応
力
を
制

御
す
る
こ
と
が
で
き
、
強
誘
電
体
薄

膜
の
特
性
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

今
回
の
研
究
が
、
よ
り
高
性
能
な
デ

バ
イ
ス
の
開
発
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究

を
行
う
に
あ
た
り
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
鈴
木
久
男
教
授
、
脇
谷
尚
樹

教
授
、
符
徳
勝
准
教
授
、
坂
元
尚
紀

助
教
授
、
研
究
室
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

    

　
私
た
ち
の

生
活
は
科
学

技
術
の
発
展

に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
同

時
に
様
々
な

科
学
的
問
題

に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。「
サ

イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
・
イ
ン
浜
松
」
は
、

皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
、
静
大
の

先
生
方
の
研
究
、
そ
し
て
科
学
技
術

の
魅
力
や
夢
を
広
く
一
般
の
人
々
に

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
浜
松

キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
職
員
・
学
生
有
志

に
よ
っ
て
今
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
は
授

業
や
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に

お
菓
子
を
囲
み
な
が
ら
、
科
学
技
術

の
最
前
線
の
話
題
を
一
緒
に
楽
し
む

場
で
す
。
現
在
は
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
、

本
学
の
高
柳
記
念
未
来
技
術
創
造
館

に
て
営
業
し
て
お
り
ま
す
。
カ
フ
ェ

で
す
が
お
代
は
無
料
、
予
約
不
要
で
、

特
別
な
事
前
知
識
も
不
要
で
す
。
高

校
生
や
近
隣
住
民
の
方
々
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
学
生
の

皆
さ
ん
の
ご
来
店
も
歓
迎
し
て
お
り

ま
す
。
最
新
の
営
業
案
内
に
つ
い
て
は
、

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

（http://sci-cafe.eng
.shizuoka. 

a
c
.jp
/

）
を
ご
覧
下
さ
い
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
 

    　
夏
季
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
8

月
8
日
（
月
）
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
過
去
最
大
の
1
4
2
4

名
の
参
加
者
と
な
り
、
こ
れ
は
近
年

顕
著
に
な
っ
て
い
る
高
校
で
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
へ
の
強
い
指

導
と
、
三
月
の
震
災
や
原
子
力
発
電

所
の
事
故
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
各
学
科
に
分
か
れ
て
工
学
部
の
概

要
説
明
と
学
科
の
教
育
・
研
究
内
容

の
紹
介
の
後
に
研
究
室
見
学
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
研
究
室
で
の
学

生
に
よ
る
研
究
内
容
の
紹
介
は
高
校

生
達
に
好
評
で
し
た
。
 

　
今
年
は
総
合
受
付
の
後
ろ
に
女
子

高
校
生
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
、
一
日
中
質
問
や
相
談
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
 

　
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

す
る
と
同
時
に
、
参
加
者
が
一
人
で

も
多
く
工
学
部
を
受
験
し
て
頂
け
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

  

      
2
0
1
1

年
5
月
21
日
、

新
入
生
歓
迎

駅
伝
大
会
が

佐
鳴
湖
に
て

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年

も
33
チ
ー
ム

6
7
6
名
と

い
う
大
変
多

く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
も
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
4
チ
ー
ム
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
駅
伝
大
会
が
大

学
と
企
業
間
の
交
流
に
役
立
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
優
勝
は
「
機

械
科
Ａ
チ
ー
ム
」
、
準
優
勝
は
「
の

ぞ
み
」
、
三
位
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
―

Ｆ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

の
駅
伝
大
会
は
東
北
大
震
災
の
影
響

で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
の
尽
力
、

協
力
が
あ
り
、
無
事
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
、

企
業
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
頂
き
、

工
業
会
本
部
、
工
業
会
愛
知
支
部
、

工
業
会
浜
松
支
部
、
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
、

日
本
設
計
工
業
、
ス
ズ
キ
株
式
会
社
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ア
ク
セ
ス
テ
ク
ニ
カ
、
ヤ
マ
ハ

発
動
機
か
ら
特
別
賞
を
頂
く
な
ど
、

新
入
生
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
歓
迎
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
大
会
が

新
入
生
の
友
達
づ
く
り
、
各
参
加
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
間
の
結
束
力
の
向
上
、

静
大
と
企
業
と
の
交
流
の
懸
け
橋
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

 

 

なんでも相談コーナーの様子 
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物
質
工
学
科
　
間
瀬
暢
之 

研
究
紹
介
1
 

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
を
基
盤
と
し
た 

「
偶
然
を
必
然
に
す
る
化
学
へ
の
挑
戦
」 

物
質
工
学
科
　
佐
古
　
　
猛 

岡
島
い
づ
み  

平
成
二
十
三
年
度 

科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣 

表
彰
科
学
技
術
賞
を
受
賞 

静
岡
大
学
Ｉ
Ａ
実
行
委
員
会
　
田
部
道
晴 

第
10
回
イ
ン
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ア 

   　
本
学
が
中
東
欧
の
協
定
校
と
研
究

交
流
す
る
国
際
会
議
イ
ン
タ
ー
ア
カ

デ
ミ
ア
（
以
下
Ｉ
Ａ
）
が
、
9
月
に

ル
ー
マ
ニ
ア
北
部
の
ス
チ
ェ
ヴ
ィ
ツ
ア

と
い
う
高
原
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
10
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
あ
た
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

イ
ア
ン
・
ク
ザ
大
学
が
幹
事
校
と
な

り
約
1
0
0
名
の
参
加
者
（
う
ち
本

学
の
教
員
・
大
学
院
生
約
40
名
）
が

集
ま
り
研
究
発
表
・
討
論
を
行
う
と

と
も
に
壁
画
教
会
群
の
見
学
な
ど
を

行
い
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
歴
史
と
文
化

に
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
名
誉

教
授
神
藤
正
士
先
生
が
、
Ｉ
Ａ
の
創

設
・
発
展
と
プ
ラ
ズ
マ
科
学
へ
の
貢

献
か
ら
ク
ザ
大
学
か
ら
名
誉
教
授
の

称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
の

Ｉ
Ａ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ブ
ダ
大

学
が
幹
事
校
と
な
っ
て
、
美
し
い
首

都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

共
通
講
座
物
理
　
古
門
聡
士 

研
究
紹
介
2
 

ス
ピ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス 

    

　
ス
ピ

ン
エ
レ

ク
ト
ロ

ニ
ク
ス

と
は
、

電
子
の

電
荷
と

ス
ピ
ン
の
両
方
の
性
質
を
積
極
的
に

利
用
し
て
、
新
し
い
機
能
を
持
つ
素

子
を
開
発
す
る
分
野
で
す
。
例
え
ば
、

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
装
置
の
読
み
取
り

ヘ
ッ
ド
（
磁
気
セ
ン
サ
ー
）
、
不
揮

発
性
磁
気
メ
モ
リ
（
M
R
A
M
）
が

代
表
的
な
素
子
で
す
。
 

　
私
の
研
究
室
で
は
、
物
性
物
理
学

の
理
論
的
手
法
を
用
い
て
、
こ
の
分

野
で
い
く
つ
か
の
素
子
を
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
磁
性
粒
子

を
内
包
し
た
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
で
あ
り
、
こ
の
系
が
多
値
磁
性
メ

モ
リ
に
な
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
多
値
メ
モ
リ
と
は
、
一
つ
の

記
憶
領
域
に
複
数
ビ
ッ
ト
（
一
ビ
ッ

ト
は
0
と
1
の
二
値
）
の
情
報
を
記

憶
で
き
る
メ
モ
リ
で
す
。
多
値
化
す

る
こ
と
で
メ
モ
リ
の
大
容
量
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
 

　
ま
た
最
近
は
、
電
荷
と
ス
ピ
ン
だ

け
で
な
く
、
他
の
自
由
度
も
使
っ
た

新
し
い
機
能
を
持
つ
粒
子
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
粒
子
の

振
動
に
よ
っ
て
電
磁
波
が
放
射
さ
れ

る
磁
性
ナ
ノ
粒
子
で
す
。
磁
石
の
性

質
も
持
ち
、
ま
た
情
報
発
信
も
す
る

粒
子
で
す
。
実
現
す
れ
ば
ナ
ノ
ス
ケ
ー

ル
の
情
報
発
信
機
能
と
し
て
幅
広

い
応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
医
療

分
野
で
は
、
薬
剤
送
達
シ
ス
テ
ム

の
一
つ
と
し
て
、
薬
剤
を
載
せ
た

磁
性
粒
子
を
患
部
ま
で
磁
場
誘
導

し
ま
す
。
そ
の
際
、
こ
の
情
報
発

信
機
能
を
使
っ
て
粒
子
を
追
跡
で
き

れ
ば
、
患
部
へ
の
誘
導
が
容
易
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

     

　
体
内

を
ひ
と

つ
の
環

境
と
考

え
た
と

き
、
体

内
環
境

が
汚
染
さ
れ
ず
に
健
康
で
い
ら
れ
る

の
は
、
酵
素
（
触
媒
）
が
「
汚
染
物

質
を
作
ら
な
い
」
と
い
う
視
点
に
立

ち
、
合
成
・
分
解
を
行
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
一
方
、
二
十
世
紀
型
の
「
も

の
づ
く
り
」
は
、
廃
棄
物
を
別
個
に

無
害
化
処
理
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
「
入
口
」
で
は
な
く
「
出
口
」

で
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
自
然

を
汚
染
し
な
い
」
と
い
う
視
点
に
立
っ

て
き
ま
し
た
。
 

　
二
十
一
世
紀
型
の
「
環
境
調
和
型

も
の
づ
く
り
」
を
具
現
化
す
る
た
め

に
、
酵
素
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
有
機

分
子
触
媒
」
の
研
究
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
金
属
原
子

を
含
ま
な
い
有
機
分
子
触
媒
は
、
常

温
・
常
圧
で
使
用
で
き
、
無
水
溶
媒

を
必
要
と
せ
ず
、
基
質
に
保
護
基
を

必
要
と
し
な
い
な
ど
、
非
常
に
優
れ

た
特
徴
を
有
し
ま
す
。
ま
た
、
活
性

の
高
い
触
媒
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に

探
索
す
る
た
め
に
、
O
F
F
―
O
N

型
蛍
光
セ
ン
サ
ー
を
独
自
に
開
発
し
、

多
検
体
を
同
時
に
評
価
す
る
新
し
い

試
み
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
 

　
静
岡
大
学
で
研
究
を
始
め
て
か
ら

十
二
年
、
県
内
企
業
と
の
産
学
共
同

研
究
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
「
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
バ
ブ
ル

を
用
い
た
有
機
合
成
」
（
株
式
会
社

ア
ス
プ
）
、
「
有
機
溶
媒
・
金
属
フ

リ
ー
　
ポ
リ
乳
酸
の
開
発
」
（
株
式

会
社
　
リ
コ
ー
）な
ど
は
、
静
岡
発（
初
）

の
研
究
成
果
で
あ
り
ま
す
。
我
々
の

研
究
室
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
「
偶

然
を
必
然
に
す
る
化
学
へ
の
挑
戦
」

と
位
置
づ
け
、
学
生
さ
ん
と
共
に
、

日
夜
研
究
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
 

　
静
岡
大
学
に
お
け
る
研
究
環
境
の

豊
か
さ
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

い
つ
も
学
生
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
お

り
、
彼
ら
の
真
摯
さ
は
、
静
岡
大
学

の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
 

      　
こ
の
度
、
「
超
臨
界
・
亜
臨
界
流

体
を
用
い
る
地
球
環
境
保
全
技
術
の

研
究
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年

度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣

表
彰
科
学
技
術
賞
（
研
究
部
門
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
 

　
地
球
温
暖
化
の
進
行
、
有
害
物
質

に
よ
る
身
の
回
り
の
汚
染
、
大
量
の

廃
棄
物
の
蓄
積
と
い
っ
た
環
境
悪
化

を
食
い
止
め
て
、
清
浄
な
地
球
環
境

を
取
り
戻
す
た
め
の
、
無
害
で
環
境

負
荷
が
少
な
い
超
臨
界
・
亜
臨
界
流

体
を
用
い
た
環
境
保
全
技
術
、
環
境

に
優
し
い
も
の
作
り
技
術
の
研
究
業

績
に
関
す
る
受
賞
で
す
。
今
後
も
環

境
低
負
荷
の
技
術
開
発
に
関
す
る
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 　

最
後
に
、

本
受
賞
は

学
内
外
の

共
同
研
究

者
の
皆
様

と
長
年
培

っ
て
き
た

成
果
の
賜

物
で
す
。

こ
の
場
を

借
り
ま
し

て
厚
く
御

礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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安
否
情
報
シ
ス
テ
ム 

情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
　
長
谷
川
孝
博
 

工
学
部
保
護
者
懇
談
会 

工
学
部
学
生
委
員
長
　
坂
井
田
喜
久
 

本
年
度
の
進
学
・
就
職
状
況
と 

就
職
支
援
活
動 

就
職
担
当
教
員
代
表
　
金
子
　
透
 

ご意見お問い合わせは下記へお願いします。 

〒432-8561 浜松市中区城北3-5-1 
静岡大学工学部　事務長補佐 

工学部の様子をより的確にお知らせし、紙
面の充実を図るためにWebアンケートを実
施いたします。 
静岡大学工学部ホームページ＞＞工学部
ニュースレターはまかぜのページ上の「はま
かぜアンケート」よりご意見をお寄せください。 
http://www.eng.shizuoka.ac.jp/mc/1/70.html

《Webアンケートのお願い》 

TEL.053-478-1001　FAX.053-478-1005 
E-mail engkoho@adb.shizuoka.ac.jp

    東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
さ
れ
た

多
く
の
人
々
の
深
い
悲
し
み
と
痛
み

と
と
も
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日

本
の
歴
史
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
我
々

は
こ
の
惨
劇
が
残
し
た
数
々
の
教
訓

と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
英
知
を

胸
に
、
き
た
る
べ
き
東
海
地
震
へ
の

防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
 

本
学
の
安
否
情
報
シ
ス
テ
ム
（
本

学
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
掲
載
）
に
は
2
つ

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

自
分
の
安
否
を
関
係
者
に
公
開
す
る

こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
大
学
本
部

が
、
い
ち
早
く
高
い
精
度
で
学
生
・

教
職
員
の
被
災
状
況
掌
握
し
、
有
効

な
復
興
対
策
や
事
業
継
続
活
動
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
を
行
う
こ
と
で
す
。
 

海
外
設
置
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
上

で
動
作
す
る
本
シ
ス
テ
ム
は
、
東
日

本
大
震
災
の
際
に
も
、
国
内
の
情
報

イ
ン
フ
ラ
の
混
乱
と
破
壊
に
影
響
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
四
日
間
で

7
6
0
0
件
を
、
7
月
の
訓
練
で
は

開
始
20
時
間
で
7
0
0
0
件
、
そ
の

後
一
週
間
で
8
6
5
0
件
（
全
学
構

成
員
の
約
74
％
）
の
安
否
情
報
を
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

今
後
も
継
続
的
な
改
善
を
行
い
平

常
時
90
％
以
上
の
回
収
率
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
訓
練
へ
の

協
力
と
ア
カ
ウ
ン
ト
の
保
守
を
引
き

続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

　
2
0
1
1
年
7
月
に
、
工
学
部
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
を
創
刊
し
ま
し
た
。
今
後
、

年
に
4
回
発
行
い
た
し
ま
す
。
配
信
ご

希
望
の
方
は
、
次
の
w
e
b
サ
イ
ト
で

お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
 

http://g
ijutsubu1

0
.eng

.shizuo
ka.ac.jp/eng

/index.htm
l 

　
詳
細
は
次
の
工
学
部
w
e
b
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

http://w
w
w
.eng

.shizuoka.ac.jp
/outlines/p0

9
/ 

  

    平
成
23
年
10
月
時
点
で
の
工
学
部

4
年
生
の
進
学
・
就
職
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
昨
年
度
と
比
較
す
る

と
、
進
学
の
割
合
が
54
%
か
ら
50
%

に
減
少
し
、
就
職
が
32
%
か
ら
34
%

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
、
3
月
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で

選
考
時
期

を
延
期
す

る
企
業
が

あ
る
一
方
、

従
来
通
り

の
時
期
に

選
考
を
実

施
す
る
企

業
も
あ
り
、

両
者
が
混

在
す
る
中
、

色
々
悩
み
な
が
ら
就
職
活
動
を
す
る

学
生
が
い
た
、
と
い
う
例
年
に
無
い

状
況
が
生
じ
ま
し
た
。
 

大
学
か
ら
学
生
へ
の
就
職
支
援
と

し
て
は
、
学
科
毎
に
就
職
担
当
教
員

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す
る
就
職
指

導
、
工
学
部
の
主
催
に
よ
り
佐
鳴
会

館
で
実
施
す
る
合
同
企
業
説
明
会

（
10
月
か
ら
翌
年
1
月
に
か
け
て
7

回
実
施
）
、
大
学
の
就
職
支
援
課
が

主
催
す
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
5
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
10
回
以
上
実
施
）
、

就
職
相
談
室
の
相
談
員
に
よ
る
個
別

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

施
設
紹
介 

　
附
属
図
書
館
浜
松
分
館 

工
学
部
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
創
刊 

平成23年度保護者懇談会 

学 科  

機 械  

電 気 電 子  

物 質  

シ ス テ ム  

全体 

説明会参加者 

191（251） 

245（277） 

156（228） 

132（185） 

724（941） 

個別懇談参加者 

33（173） 

21（191） 

12（170） 

10（134） 

76（668） 

※（括弧内は昨年度） 

　
附
属
図
書
館
で
は
、
一
昨
年
の
静

岡
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
引
き
続

き
、
今
年
度
前
半
、
浜
松
館
で
も
改

修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
期
間

は
利
用
者
の

皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
。
 

　
皆
さ
ん
、

改
修
後
の
図

書
館
を
ご
利

用
い
た
だ
け

ま
し
た
か
？

図
書
館
正
面

玄
関
手
前
に

新
設
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
入
館
し

て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
エ
リ
ア
や
ラ
ウ
ン
ジ
（
写
真

参
照
）
、
2
階
に
上
が
る
と
広
い
机

と
高
い
仕
切
り
で
個
人
が
集
中
し
て

勉
強
で
き
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ワ
ー
ク
エ

リ
ア
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
 

　
図
書
館
は
資
料
が
あ
っ
て
静
粛
な

雰
囲
気
で
勉
強
す
る
場
と
い
う
先
入

観
を
お
持
ち
で
は
？
い
え
い
え
、
図

書
館
は
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

を
秘
め
た
場
で
す
。
そ
の
可
能
性
を

貴
方
が
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
 

 

   平
成
二
十
三
年
度
の
工
学
部
保
護

者
懇
談
会
が
十
一
月
十
三
日
（
日
）

に
浜
松
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
十
二
時
三
十
分
よ
り
学
科

説
明
会（
写
真
）が
行
わ
れ
、
学
科
の

教
育
方
針
や
科
目
履
修
の
他
、
大
学

院
進
学
や
就
職
内
定
状
況
に
関
す
る

説
明
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
三
時
三
十
分
よ
り
個
別
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
単
位

修
得
状
況
に
合
わ
せ
て
対
象
者
を
全

体
の
一
割
程
度
に
絞
ら
せ
て
頂
き
、

学
生
一
人
当
た
り
の
懇
談
時
間
を
増

や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
位
修
得
に

関
す
る
ご
相
談
に
十
二
分
に
対
応
で

き
る
体
制
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

保
護
者
懇
談
会
へ
の
出
席
者
数（
表
）

は
前
年
度
よ
り
若
干
減
少
し
ま
し
た

が
、
テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
浜
松（
静

大
祭
）
の
二
日
目
と
同
時
開
催
し
た

こ
と
と
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
校
頂
き
ま
し

た
。
保
護
者

懇
談
会
の
空

き
時
間
を
利

用
し
て
、
テ

ク
ノ
フ
ェ
ス

タ
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
参
加

頂
き
、
保
護

者
の
方
々
に

大
学
生
活
の

一
端
に
触
れ

て
頂
く
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
 

最
後
に
大
学
で
は
、
皆
様
か
ら
頂

い
た
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
受

け
て
、
よ
り
良
い
保
護
者
懇
談
会
と

な
る
よ
う
改
善
・
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。
懇
談
会
に
ご
参
加
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 

その他 
16%

進学 
50%就職 

34%

学部4年生の進路状況 
（平成23年10月31日時点） 
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